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2025 年 3月 25日に『當麻寺の 365日』を上梓されたばかりの當麻

寺中之坊貫主・松村實昭師と、「365 日シリーズ」を最初に刊行され

た興福寺執事長・辻明俊師をお迎えし、特別対談を開催いたします。

トーク
イベント
お申し込みはコチラ

お問い合わせ　E-mail：naranotobira@gmail.com【共催】    奈良のトビラ合同会社・平城宮跡管理センター
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「當麻寺の365日」刊行記念 特別トークイベント
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10:00 ～ 11:30（開場 9:30）
平城宮いざない館多目的室にて

定員 50名（ご予約様優先）

當麻寺の 365日
當麻寺中之坊貫主

松村實昭 師

365日シリーズ最新刊

本と講座のセット 3,000 円・講座のみ 1,000 円参加費

興福寺の 365 日
興福寺執事長

辻 明俊 師

365日シリーズ第一弾



4 月のマンスリーイベント

公園ホームページ

お問い合わせ
平城宮跡管理センター

奈良のトビラ 平城宮いざない館 朱雀門店 ＜9:00～17:00＞も好評営業中！

　2025年3月25日に『當麻寺の365日』を上梓されたばかりの當麻寺中之坊貫主・松村實昭師と、「365日シリーズ」を最初に刊行された興福寺執事長・
辻明俊師をお迎えし、特別対談を開催いたします。當麻寺は飛鳥時代に創建され、中将姫と當麻曼荼羅の伝説で知られています。一方、興福寺は奈良
時代に創建された藤原氏の氏寺です。中将姫は藤原氏南家の姫でもあり、興福寺境内からも近い、ならまちにゆかりの地があります。また、當麻寺は
中世に興福寺の所領となるなど、両寺は密接な関係を育んできました。現在はともに奈良を代表する古刹として知られています。今
回の対談では、両寺の歴史的なつながりから、「365日シリーズ」の見どころ、さらにはお二人が互いに聞いてみたいと思われることまで、
自由に語り合っていただきます。

▶奈良のトビラとは
奈良の「産品」と「情報」を全４６都道府県にお届けするアンテナストアプロジェクトです。
奈良のトビラは全都道府県をめぐっています。奈良の地域編集者を中心とする、観光事業者やイベントプロデューサーなど、県内事業者が協同
で企画を運営。奈良は３９市町村で成り立っています。地域の思いの詰まったいいモノや風土を活かした美味しいモノ、実はたくさんある奈良
生まれのモノ等、奈良の魅力を知ってもらい、そして奈良に興味を持って、来てもらうことを目的に開催しています。

トークお申し込み
フォームへ▶

「當麻寺の 365 日」刊行記念 特別トークイベント

當麻寺 と 興福寺 の
平城宮いざない館多目的室にて　定員 50名（ご予約様優先）
時間　10:00 ～ 11:30（開場 9:30） 　参加費　本と講座のセット 3,000 円・講座のみ 1,000 円

１９７２年生まれ
２００９年に當麻寺中之坊院主に就任。
高野山真言宗奈良布教団団長として、

声明公演や講座、講演活動、写仏指導など幅広く展開。
２０２３年３月より當麻寺貫主。

現在、僧正位、大峯山大先達としての務めも果たしている。
著書に『古寺巡礼７當麻寺』（淡交社／さだまさし氏らと共著）、

『称讃浄土経を読み解く』『當麻寺の 365日』（いずれも西日本出版社）がある。

１９７７年生まれ
２０２３年に興福寺執事長に就任。
２０００年に興福寺入山。
２００４年から広報・企画事業などに携わり、現在に至る。
２０１１年、一生に一度しか受けることを許されない「竪義加行」を成満。
２０１２年に興福寺・常如院住職を拝命。
著書に『お坊さんに聞く１０８の智慧』（共著 藝術学舎）
『奈良公園の案内書～極～』（分担執筆　KADOKAWA）がある

當麻寺の 365 日
當麻寺中之坊貫主

松村實昭 師

365日シリーズ最新刊

興福寺の 365 日
興福寺執事長

辻 明俊 師

365日シリーズ第一弾


